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第19回 International Solving Contest（ISC）報告 

 今年で第19回⽬となる毎年恒例のISCは、１⽉29⽇に東京⼤⽥区の⼤⽥区産業プラザ
PiOにて開催されました。なお、今年から⽇本チェス連盟（NCS）の共催をいただいてい
ます。 
 参加者は19名で、カテゴリー１が15名、カテゴリー２が２名、カテゴリー３が２名で
した。特に、インドから２名、中国から１名の参加があり、国際⾊豊かな競技会になりま
した。 

 カテゴリー１では、⿊川智記さんが第１ラウンドで25/30点という⾼得点を叩き出し、
初の１位となって、⻘嶋未来さんの連覇を阻みました。また、初参加の松⼭紘也さんが３
位に⼊賞を果たし、今後の活躍が期待されます。 
 特筆すべきは、カテゴリー３で昨年に続いて参加した井上聡美さんが20/30点の好成績
を収めたこと。昨年は#2の１問だけの5/30点でしたから、⾶躍的な伸びです。特に、
#3を完答したのがおみごと。問題を掲げておきますので、解いてみてください。 
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 東京会場での成績は、次の表のとおりです。エンドゲームでの採点基準が⾒直されたた
め、当⽇に発表した成績が訂正されています。 
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カテゴリー１⼊賞者のみなさん 

カテゴリー２および３の⼊賞者のみなさん 

 今年は26ヵ国で、延べ601名の参加がありました。その結果は、次のサイトに掲載され
ています。https://www.wfcc.ch/competitions/solving/isc2023/


